












J'､.:･い'工 ' / :･3:-∫:･:- ･∵工 :日:､.:I.I :(
均む し歯 数 は 5分の1以下になり,12歳児の-太平
:∴ ･一 例 致 .､= 十十:'∴[上 IJ′磯 ,.1∴･L･∴､.､Jt:
達成 し て い ま す .
-方 , 近 年 の 食を敬治巻く開龍として,過食,偏
∴. :､ 二- こ∵∴ :I_:I..=点上上す:.!'∴･:し.､‥､1.I
では肥 満 傾 向 鬼 や生活習慣病准恩鬼の増加等に繋が
･:∴･. !･:･､∴ ･:･ 二 ･,､･ー工･･. 一∴∴L:吊tl
隼に食 管 推 進 計画を策定しました.｢食を通 じて,
健全な 心 身 を 培 い,豊かな風間性を育む｣ことを暴
挙理念 とし ,家 庭を中心に,それを取 り巻 く生産者,
学校, 地 域 等 , 全ての関係者が-体となって食管を
:了 _./ -∴ 二､∴ _.･二･
享!･:･t･:'習 .I,-.L.t･日､十一√し､ ∴･､･'J は工∴ L∴
と言わ れ ま す . ど齢ような食べ物を選んで食べるか
93
二･/ -_ ･_.:.i一言 一‥ ∴ ､･./ '･Llか ･' : ･-/'t :∴ ･'..
'∴宣 ′/ I_･.'[二 ､■陵,IL.. ~:.L･:_∴ :I.':･､.∴ _A ∴ .一
.'!､'∴ :.･ 二.･' _.∴ ∴ .'封 . ､ /..,.
ト ∴ , 1l､上 目 巨 圧了 ∴ ･ ･' 二二. 十 二. ニ _ー :､･J
-1.こ ､t･:::･ ･ : し .･/. ･.･ ~･'1 - I/ .:.qJ
､･∴ :､･:吊 / 二 l= 'i･J3I .I,l' -∴ ･三･:I ､ 二･ ･
il.I;(1.･:li/一､一二 .･∴ ｣ ･､ :.‥ ､ ∴ ∴ :. ･r､ ･ ;_.I.1言 .
'･･.､･ト 日.:I.1･_;I: ･ ∴ ･十 一 三 '1. /: ､ .I.I
は.歯だけでなく藩,Ⅲ唇,頬 粘 膜 等 の 働 き が 濃 要
であることや書それらは団々の食 生 活 の 単で意識し
I_･壬･∴二一,..L･Jh.:L:'∴;,,I.}-_･.｣･'･Jl-A,:.弓∴十 Ji'･
.-.[㌧∴･∴:､･ニー iI巨 ._L:.･一･●･:､:∴ニ_ー-'∴~亘.､J.:
1.二:_言 '∴ .∴':(I)∴ 二 ･r吊､一十一仁,:-1十 ･..1･一:
要です.
1_∴∴ .:.工∴､_. トJ十∴ し･弓㌧!.-I-:-･'∴-■lt':i∵
い食習慣の形成を目指しき平成2晒三度から ｢健康 ･
食膏 ･噛むカム推遮事業｣を実施していますや歯科
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